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特　
集

　第13回通常総会は、去る5月13日（木）午後2
時より、弘済会館（千代田区麹町）において開催
された。出席会員59名、委任状提出会員381名、
合計440名出席のもと、中原会長が議長に選出
され、議事が進められた。 

第1号議案 2009年度事業報告及び決算報告の承認
　御園生副会長より概要の報告がなされ、合志
監事が監査報告をした後、審議に入った。特に
意見はなく、原案どおり承認された。

第2号議案 2010年度事業計画及び収支予算の承認
　御園生副会長より概要の報告があり、審議に
入った。特に意見はなく、事務所移転の意思
決定を理事会に一任するという付帯事項も含め
て、原案どおり承認された。

第3号議案 役員の選任
　理事・監事の改選期にあたるため、新任理事
11名を含む理事34名、新任監事2名を含む監事
3名が推薦され、原案どおり承認された。

　以上で総会を終了し、引き続き出席会員が傍
聴する中、新しい理事による理事会が小宮山理
事を議長として開催された。小宮山理事より会
長、副会長、専務理事候補が出席理事に諮ら
れ、全員一致でこれを承認した。新しい役員構
成については別掲記事を参照されたい。
　続いて、若干の休憩を挟み、各委員会、各作
業部会から、別掲記事のとおり活動の概要が報
告された。
　休憩を挟んで、（社）日本工学会岸輝雄会長

（EAJ会員）により「日本の科学・
技術と研究開発独立行政法人―
工学とイノベーション」と題する
特別講演が行われた。日本の独
自性を伸ばすこと、科学・技術
戦略の司令塔が不可欠であるこ
となどに言及され、極めて意義
深いお話であった。詳報は別掲
記事を参照されたい。その後、
席を移して午後5時15分より別
掲のように懇親会が持たれ、午
後6時半過ぎに総会関連行事を
滞りなく終了した。

第13回通常総会

EAJ 事務局長
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会長就任にあたって

小宮山　宏／ HIROSHI KOMIYAMA

　このたび日本工学アカデミー会長という大役
をお引き受けすることになりました。昨年副会
長に選任されてから日も浅く、まだまだ学ぶべ
きところも多いのですが、当法人の発展のため
に微力を尽くす所存です。
　これまで私は、日本は「課題先進国」であり、
その課題を克服して「課題解決先進国」になるこ
とによって、新しい活路を拓くことができると述
べてきました。またその解決のための重要な視
点の一つとして、 「多様性」を挙げています。一般
論として課題を論じるのではなく、地域の特性
に応じた解を見出すことが競争力の源泉になり
ます。もう一つの視点として、日本をはじめ先
進国において人工物が飽和状態にあり、ビジネ
ス環境や成長モデルが従来とは異なるものに変
貌しつつあることも挙げられます。これからの日
本の活力は、そうした人工物飽和時代において、
どのように我が国の強みである「ものづくり」の技
を発揮していくかにかかっているように思いま
す。また「どう」作るかだけでなく、「何を」作るか
という点においても新しい力を培う必要がありま
す。私は目下そうした考えのもとに国家的規模
の活動を進めることに心を砕いています。
　翻って日本工学アカデミーに目を転じましょ
う。先人諸氏のたゆまぬ努力の結果、多数の有
識者を擁する知的集団に成長し、活発な政策提
言、多彩な国際交流をはじめ、多様な活動が展
開されています。改めて先達の皆様に敬意を表
し、その衣鉢を継ぐことの重みをかみしめてい
ます。
　科学技術及び関連分野で指導的立場にある人
が、まったく個人の立場で自主的に参画し、科
学技術者としての良心にのみもとづいて行動
し、国家組織や営利目的の企業とは厳しく一線
を画するという姿勢には清々しいものさえ覚え
ます。しかしその一方で、そうした自主的な活
動の成果が、「日本工学アカデミーの使命」に謳
っているように、科学技術の進歩や科学技術と
社会との関係の維持向上にもっと貢献するため
には、国家政策への反映、社会への啓蒙活動な
ど、さらに力を注ぐ必要があるでしょう。昨年
度発足した新政権に対する積極的な働きかけな

どは、その意味で一石を投じるものであったと
思います。国際交流の重要性も謂うを俟ちませ
ん。限られたアカデミーの資源をどのような形
で国際交流に投入するのが最適であるかを熟考
しながら、効果的に推進してまいります。
　これらのアカデミーの活動は、私が夢に描い
ている21世紀の日本や世界を支える活動にも
相通じるところがあり、どこかに接点を求める
ことができそうです。また地方の活性化を実現
していく上で、アカデミー会員の力を借りるこ
とができれば、地区活動活性化の一助にもなる
と期待しています。
　私は財政健全化という大きな課題を引き継い
でいますが、収入増、資源の最適配分という両
面から鋭意取り組んでいきます。個人会員、賛
助会員拡大も引き続き努力してまいりますが、
そのためにも、会員であることが誇りであり、
喜びであるようなアカデミーにできればと念じ
ています。もう一つ、新法人化も大きな課題で
す。一般あるいは公益社団法人のいずれを選択
するかは、当法人のあるべき姿や将来の活動内
容にも密接に関わっていますので、会員の皆様
のご意見も十分拝聴しながら進めてまいります。
　山積する課題こそ未来の成長の源泉と捉えて、
新しいパラダイムを構築していく覚悟でいます。
皆様の温かいご理解、ご支援を心からお願い申
し上げます。

パワポ入り_EAJニュース134号.indd   2 2010/06/07   15:20:56



EAJ NEWS  No. 134  2010. 6  3

　昨年度は新政権対応タスクフォースが活動
し、国際交流の新展開に加え、国内でも幾つか
の新しい活動が見られた。しかし事業が拡大す
るにつれて、それを支えるべき財政基盤の脆弱
性がいっそう顕在化してきた。
　2010年度の最大の課題は、正会員・賛助会員
の増強など収入源の安定確保であるが、一方で
個々の事業の費用対効果を評価・点検し、優先
度を付して収支均衡のとれた運営を図ることが
必要である。また、事業活動全般にわたる経費
節減施策も講じる必要がある。
　会員増強については、会員候補となる人材や
企業の組織的な開拓が必要であるが、より根源
的には、個人であれ企業であれ、会員であるこ
との魅力度あるいはその利用価値をいかに上げ
るかが重要である。これらについて、会員選考
委員会企画の談話サロンをはじめとし、会員参
画機会を充実させていく。また、地区活動の活
性化は地区の会員増強が必須であり、各地区担
当理事や地区活動強化の活動が期待される。
　政策提言については、一昨年来の多彩なタス
クフォース活動を着実に実らせ、EAJの政策提
言を科学技術基本計画に反映させ、国の政策に
直接影響を与えることを目標としている。
　国際活動では、まず東アジア工学アカデミー
円卓会議（EA-RTM）、国際工学アカデミー連
合（CAETS）、日米先端工学（JAFOE）シンポジ
ウムなどに加えて、英、仏、独、豪、瑞などと
の二国間連携を再検討し、国際活動の全体像を
構築していくとともに、資金面での制約を軽減
するため、各種助成金を得る努力を払う。
　広報関係では、引き続き学会との合同シンポ
ジウムを企画するほか、会員相互のコミュニ
ケーション、外部に対する情報発信に意を用い
る。その他作業部会、講演会、事務局業務など
あらゆる面で、限られたリソースを最大限に活
用することを図る。
　EAJは一昨年12月から特例民法法人となった
が、5年以内に一般もしくは公益社団法人に移
行しなければならない。そのためには、将来に
向けてEAJの基本的な存在意義や基本方針を再
確認し、年度内に具体的準備に取り掛かる。

活動計画概要

1. 委員会
　（1） 会員選考委員会
　（委員長：御園生 誠    幹事：持田 侑宏、池田 駿介）
　2010年度に委員会3回、主査会議3回を開
催し、以下の活動を行う。
1） 推薦手続き、選考基準の整備は2009年度に
完了したので、本年度は会員候補者を発
掘し、推薦者数の大幅な増加を図る。その
ため候補者の発掘を広く組織的に行う。

2） また、理事会、他委員会、会員等への働
きかけを積極的に行う。

3） EAJ活動への会員参加を増進するための
活動を行う。その一環として、談話サロ
ンの企画に参画し、運営を支援する。

　（2） 企画委員会
（委員長：永野　博    副委員長：持田 侑宏）
1） EAJの活動方針とその具体化施策を審議し、
会長、理事会に提言する。また会長、理事
会からの諮問事項について審議し答申する。

2） 財政健全化に向けた諸施策の立案・実行
を司り、進捗状況を把握して遅滞ある場
合には適切な対策をとる。特に賛助会員
の増強は本法人の存立基盤を確保する観
点から法人全体として取組む必要がある
ので、本委員会はその取組み方針のとり
まとめ、各委員会、各会員による取組み
についての支援、全体取組み状況の把握
と周知などを確実に行う。

3） 長期的な視点に立って新法人制度への移
行方針案を検討し、理事会承認を得た後
移行に向けての実行計画を立案し、行動
を開始する。

4） EAJとしてとりまとめる科学技術政策や
科学技術外交などに関する意見や提言の
実現を図るため、政策委員会等との協力
のもとに、政府における政策立案への寄
与を含め効果的な方策を検討･実行する。

　（3） 政策委員会
（委員長：柘植 綾夫    副委員長：旭岡 勝義）
　2009年度の活動の成果から生み出された発
展的なタスクフォ－スに加え、新たな視点か

2010年度事業計画
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らのタスクフォ－スも加えて、下記のタスク
フォース群を推進する。

TF-2：「人材」　 　　　　　　  長島　昭幹事

TF-6：「日米先端技術産業連携政策」
松見芳男幹事

TF-8：「限界突破型新産業と地域新産業創出
を含めた新たな連携」    　　　   旭岡勝義幹事

TF-10：「第４期科学技術基本計画に対する提言」
　　　　　　　　　　　　    柘植・旭岡幹事

2010年度新設TFは以下の通り。

TF-11：「低炭素社会の構築に向けたアジア諸
国との協働」　　　　　　    井上孝太郎幹事

TF-12：「科学技術革新のための新たな雇用創
出と評価の実現に向けて」　 玄間千映子幹事

　同時に、二ヶ月に一回程度の政策委員会全
体会議を持ち、行政等における科学技術・イ
ノベーション・教育政策等に対して委員会全
体の視点からの掘り下げを行い、必要な対外
提言等の行動を図る。
　併せて、随時会員・賛助会員および広く社
会に発信し、EAJの使命を果たす。

（4） 国際委員会
（委員長：岡田雅年    副委員長：小泉英明）
1）  国際工学アカデミー連合（CAETS）：
2010年6月28～30日コペンハーゲンで開
催されるCAETS Council Meeting およ
び併催シンポジウムに参加者を送る。

2）  日米先端工学（JAFOE）シンポジウム：
EAJ-NAE
2011年6月日本で開催の準備を行う。
国際委員会JAFOE担当と運営委員会
（EAJ組織）が中心となる実行計画、プロ
グラム等の作成、国内事前勉強会開催、
2011年開催の財源確保などである。

3）  東アジア工学アカデミー円卓会議
（EA-RTM）：EAJ-CAE-NAEK
　2010年10月13～15日、中国西安で開催の第
14回EA-RTM“Engineering Technologies 
in the Circular Economy” へ参加する。

4）  日豪若手研究者交流促進事業（ERLEP）：
EAJ-JSPS-ATSE
2010年11月、豪州から来日する8名の研
究者を大学、研究機関等へ受け入れる。

5） 日英シンポジウム：EAJ-RAEng
2010年6月英国で開催の第2回日英シン
ポジウム“Green Manufacturing and　
Eco-innovation”へ参加する。

6） 日独シンポジウム（Muenchner Kreisisと 
IEICE, Communications Societyの共催行
事を協賛)：EAJ-acatech
2010年10月大阪で開催される
“Environment and ICT”を協賛する。

　（5） 広報委員会
（委員長：早山 徹    副委員長：田中秀雄）

　EAJ内部のコミュニケーション活性化のた
めに、EAJ NEWSを年6回発行し、内容の充
実を図るとともに、紙上フォーラムではその
時期における関心の高いテーマについて、会
員相互の意見交換の場を提供する。一方、外
部に対する情報発信を通して、社会における
認知度を向上させるために、マスコミ等を通
じて本アカデミーの活動や提言を外部に発信
するとともに、他学会との合同イベント等を
通して交流を深め、EAJの存在価値をアピー
ルするべく努力していく。さらに広報委員会
のもとに設置したホームページ検討小委員会
を中心にホームページの見直しを行い、イン
ターネット時代に相応しいコミュニケーショ
ン、情報発信のあり方を追求していく。

2. 作業部会
（1） 社会基盤とCx　　　（世話人：村田朋美）
　社会基盤の経済・社会最適化を実現する手
法（日本版Cx）の必要性と実現のための検討
課題をまとめ、今年6月、東京大学生産技術
研究所とのシンポジウムにてモデル案を提示
し関係の方々に討論して頂く。７月末に報告
書を提出して作業部会活動は終了する。

（2） 工学の克復研究会　　 （主査：長井　寿）
　21世紀における持続可能社会の構築と国際
競争力強化の両立に貢献できる工学の第三の
ピークを展望するために、必要な提言を目指
した今までの二ヶ年の活動の成果をもとに、
国内外の現状調査を加えて、日本に適した解
決策を模索する。

（3） 技術倫理　　　　　　 （主査：山田郁夫）
　技術倫理に関する社会的問題が発生した
時、専門家の見解（一つとは限らない）を即座
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に発信し、意見交換を先導する仕組みを検討
する。また、技術者倫理についての考え方を
確立し、それを社会で実現して行くことを検
討する。

（4） 人類未来戦略フォーラム（代表：石井吉徳）
　社会科学の観点も取り入れ、石油文明とは何
だったのか、成長経済は今後も必要なのか、文
明の崩壊の原因と再構築の駆動力は何か、科学
技術は限界をどう突破できるか、新たな社会科
学と融合科学の芽とその展開の特色は何か、国
際情勢は人類の未来をどう構築するのかについ
て、利害を乗り越えて議論を深める。

（5） エコ・イノベーション調査
（部会長：種市　健）

　前半には排出量削減に効果があると思われ
るいくつかのキー・テクノロジーについて専門
家の知見を聴取し、可能性と経済性を詳細に
検討する。後半には我が国が持続的成長を損
なわずに温暖化ガス排出量を削減するための
エコ・イノベーションの方向と社会に導入する
ためのポートフォーリオとシナリオについて
検討し、政府への提言の第1次案をまとめる。

（6） 安全知の共有　　　 （部会長：向殿政男）
　工学を基礎に、各学協会にて培って来た安
全知を共有することを目的として、討論・パ
ネルディスカッション形式の会合を年2回程
度開催する。さらに、冬の安全工学フォーラ
ムの開催等主要な企画活動を行うことにより
目標達成を目指す。

（7） 北海道･東北地区での地域振興と人材育成
（主査：井口泰孝）

　本年度より新たに、農商工問題、地産地消、
流通の問題などの観点からの地域振興、そして
それに必要な人材育成の問題を取り上げて検討
し、将来に向けての展望をまとめることにする。

（8） 記憶の保管性 　　　　（主査：石原　直）
　今後生じる記憶の保管性の危機を未然に防
ぎ、今後のデジタル社会の発展と永続性を支
える大きな柱の礎を作るために、保管性その
ものの他に、永続的な認識可能化、システム
のDependability、サプライヤへのインセンティ
ブ（ビジネスモデル）についても議論、検討を
行い、結果を提言としてまとめる。

（9） 原子力　　　　　　 （部会長：山脇道夫）
　原子力技術の再評価に基づいた原子力の普
及を促進するために必要な措置を、一般社会
や政府・産業界など関係先に提言して行く必
要があると考える。同時に原子力技術が他の
技術分野にも共有されることにより、開かれ
た原子力、総合技術としての原子力として強
化されることも目指したい。

3. 地区活動
（1） 地区活動強化
　中国・四国地区および北陸・信越地区から
の理事の選出が行われておらず、この2つの
地区での活動を継続して地域の活性化へ向け
ての日本工学アカデミーの役割を十分に果す
必要がある。

（2） 北海道・東北地区
　岩手県での会員増強対策の一環として、北
海道地域での地域振興策の新たな試みについ
て北海道・東北地区での会員の交流、情報交
換会をかねて、地区講演会･討論会を開催す
る。

（3） 中部地区
　今日的重要課題や先端理工学情報の統合理
解に資する機会、将来の会員増加につながる
よう、非会員若年層の参加、産・学・官の相
互交流、会員の親睦・相互理解に資する企画
をもとに活動を計画する。

（4） 北陸・信越地区
　本年度は前述第（１）項の地区活動強化活動
の一環として取組んで行く。

（5） 関西地区
　文部科学省知的クラスター創成事業京都環
境ナノクラスターと連携し、近畿地域を中心
に展開している「ネオマテリアル創成研究会」
を開催する予定である。

（6） 中国・四国地区
　本年度は前述第（１）項の地区活動強化活動
の一環として取組んで行く。

（7） 九州・近隣地区
　秋を目途に、会員が希薄な九州の南部地区
（鹿児島／八代地区を予定）にて講演会を開催
する。また大学や諸団体等とイベントを共催
企画する。
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プログラム

1. 委員会
会員選考委員会 御園生　誠
企画委員会 持田　侑宏
政策委員会 柘植　綾夫
国際委員会 岡田　雅年
広報委員会 早山　　徹

2. 作業部会
安全知の認知・創域 向殿　政男
地区活動強化 神山　新一
社会基盤とCx 村田　朋美
専門分野融合化へ向けての工学教育への取組み 井口　泰孝
工学の克復研究会 長井　　寿
技術倫理 山田　郁夫
人類未来戦略フォーラム 旭岡　勝義
エコ・イノベーション調査 種市　　健

3. 事務局  事 務 局 長

以上

　総会終了後、各委員会、作業部会の2009年
度活動報告が行われた。
　御園生会員選考委員長から、2009年度末の会
員数は646名と前年を僅かに下回ったが、会員
推薦と選考方法が電子方式に一新、主査主導の
選考決定に改善され、談話サロンもシリーズ開
催に着手し、会員増強に向けて努力しているこ
とが報告された。永野企画委員長の代行として、
持田副委員長より財政健全化・会員増強および
新政権対応の2つのタスクフォース立上げ、財
政健全化の一環として支出削減策の一つである
事務所移転案の検討を推進したことなどについ
て報告された。柘植政策委員長からは、2008年
度の活動の成果から発展した5つのタスクフォ
ース活動を行ったこと、成果を計5編の提言・報
告としてまとめ、会員および社会・産業・政府
に対して発信したこと、関係者への個別説明を
実施し、提言の浸透を強化したこと、さらに談
話サロン・シンポジウム等で、会員相互の討議・
意見交換の活性化を行ったことなどが述べられ
た。岡田国際委員長からは二国間協力事業は米、

英、仏から、豪、韓、独、スウェーデンにまで
広がりをみせたこと、国際工学アカデミー連合
（CAETS）Convocation（カナダ）への参画、東
アジア工学アカデミー円卓会議（EA-RTM）と併
催シンポジウムを名古屋で開催したことなどが
報告された。早山広報委員長からは外部向け情
報発信として2008年度から取組んでいる学会と
の合同シンポジウムを応用物理学会との共同企
画シンポジウムとして開催したこと、内部のコ
ミュニケーション活性化としてEAJ NEWSの
紙面充実、EAJ Information発行を実施してい
ることなどが報告された。
　次に各作業部会からそれぞれの活動状況につ
いて報告された。2009年度は年度内に発足した
「エコ･イノベーション調査」作業部会を含めて
計8部会が活動した。年度末で3作業部会が活
動を完了したが、2010年度には3作業部会が延
長継続し、新しい2作業部会が発足するのに加
え、2作業部会が衣替えで発足した。さらに新
しい作業部会が登場し、新規入会会員の活躍の
場となることが期待される。

各委員会、作業部会報告
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　岸輝雄日本工学会会長は、科学・技術と工学
が抱える問題点、課題について幅広くレビュー
された。事業仕分けが進み、新成長戦略、第4
期基本計画が策定される重要な年だが、工学へ
の期待と懸念が渦巻く中で針路を模索する貴重
なご講演だった。以下に概略を示す。
　日本工学会は101学協会（延べ60万人）が会員
の日本を代表するアカデミアだが、しばらく低
迷した。昨年の130周年を機に、｢工学技術者｣
の地位向上を考えるアンケート実施、科学技術
人材育成コンソーシアム発足、優れた個人顕彰
のためのフェロー制度創設など外向きの活動も
始めた。 
　科学･技術を巡っては期待も批判も強い複雑
な状況がある。産業界は｢大学はもっと基礎を｣
と言い、政治家などは｢出口｣を要求する。世
界のありのままを見れば、①米は軍需も背景に
世界一分厚い基礎研究陣容を保有し、②EUが
それを前提に世界戦略を展開している。③中国
以外のアジア諸国も各々戦略的成果を挙げてお
り、日本に都合の良いことだけを見ていると大
計を誤ってしまう。日本が強いのも事実だが、
弱点も明白だ。製品世界シェアの急落、売上高
低迷、アカデミアの活力低下、大学の閉鎖性と
劣化、「真の博士」育成への無関心、国際化やシ
ニア、ジェンダ対応の遅れなど数多ある。工学
系人材の地位の低さや国際標準、品質管理など
技術競争力低下が進んでいるという危機感があ
る。さらに他国が一層科学・技術関係予算を増
やす中、日本の予算は低迷している。

　研究独法は国の長
期展望と長期安定性
を担う責務を発揮す
べきだ。ところが一
部には、研究独法の
仕事は大学シーズと
企業ニーズの橋渡し
という、浅薄で間違
った理解がある。研
究独法は、他の先進
国には見られない日
本独自のシステムとして、日本の強みを支える
べく成長すべきだ。学術的・社会的にインパク
トの大きい戦略的研究成果の発信、ネットワー
クの核となる拠点形成など、独自の活躍の場は
多い。独法化で理事長による組織運営裁量権の
拡大と予算使途の柔軟性が担保されたが、これ
を活用すれば世界のトップを争う水準に持って
いくことも可能だ。ただ、運営費交付金大幅減
額は大学法人も含めて存立を揺るがす拭い難い
暗雲となっている。競争的資金などの外部資金
の確保が必要だが、それが研究独法のあるべき
姿にどう影響するか注意深く見たい。
　限られた資源活用のためにも科学・技術戦略
の司令塔が不可欠である。「引きこもり」からオ
ープンイノベーションへの転換は、高等教育、
科学・技術、イノベーションの諸政策を結びつ
け、経費も一体化して考えるのが良い。産業界
からの物心問わず一体となった支援も不可欠で
ある。重点分野では拠点形成とそれらの全国ネ

ットワーク化が有効だ。また、若手育成
へ傾斜配分し、イノベーションの担い手
となれる「真の博士」育成を最高目的とす
る教育・研究システムとする。そのため
に研究･教育の評価手法も考え直すべき
である。
　解決すべき様々な難題があるが、内心
は楽観的だ。今後の工学発展と社会的役
割実践のために、工学を代表するアカデ
ミアとして、日本工学アカデミー、学術
会議第三部と内外で一体となって活動し
たい。

特別講演「日本の科学・技術と研究開発独立行政法人―工学とイノベーション」

長井　寿／ KOTOBU NAGAI

岸　輝雄会員
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社団法人日本工学アカデミー賛助会員名簿（入会順）　　　　　　　　　2010年5月13日現在
No. 賛助会員名

1. 日本電気株式会社
2. 住友電気工業株式会社
3. 富士通株式会社
4. トヨタ自動車株式会社
5. 大成建設株式会社
6. 鹿島建設株式会社
7. ソニー株式会社
8. 三菱重工業株式会社
9. 株式会社日立製作所
10. 三菱電機株式会社
11. 東日本旅客鉄道株式会社
12. 日本電信電話株式会社
13. 株式会社東芝

14. 三菱マテリアル株式会社
15. 株式会社NTTデータ
16. 株式会社NTTドコモ
17. 日産自動車株式会社
18. 株式会社デンソー
19. 財団法人新技術振興渡辺記念会
20. 株式会社リコー
21. 東京電力株式会社
22. 株式会社神戸製鋼所
23. 東レ株式会社
24. 独立行政法人科学技術振興機構
25. キヤノン株式会社
26. 株式会社三菱総合研究所
27. 日本工装株式会社

以上27社・団体

　2010年度総会、特別講
演に引き続き、午後5時
15分から、弘済会館4階、
椿の間において60名余り
の会員が参加して、懇親
会が開催された。御園生
誠副会長が司会を務めら
れ、最初に今回の総会で
会長に就任された小宮山
宏氏が挨拶に立たれた。
岸輝雄会員の特別講演を
受け、講演の内容につい
て全面的に賛成の意向を
示した上で、わが国の科
学技術の推進において、
高齢化社会における課題
を解決する技術の開発の
重要性を強調されるなど、
今後注力すべき課題につ
いて抱負を述べられた。
　引き続き、今回の総会で会長を退任された中
原恒雄氏が壇上に立たれ、会長在任期間を振り
返り、特に力を注がれたCAETS Convocation
などについて想い出を語られるとともに、新体
制に対する期待を表された。
　その後、岡村總吾最高顧問の音頭で元気よく

乾杯し、懇談に入った。わが国の科学技術に関
する期待と課題や新体制への期待などに関して、
あちこちで活発な議論が展開され、時間が経つ
のも忘れるほど熱気のこもった懇親会となった。
　最後に吉川弘之会員の中締めのご挨拶があり、
名残を惜しみながら三々五々の解散となった。

懇親会

広報委員長　早山　徹／ TORU HAYAMA

岡村　總吾最高顧問 中原　恒雄名誉会長 小宮山　宏会長
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理　事 ・会　長　小宮山　宏 （株）三菱総合研究所理事長
理　事 ・副会長　神山　新一 東北大学名誉教授
理　事 ・副会長　飯塚　幸三 （社）日本計量振興協会会長
理　事 ・副会長　御園生　誠 東京大学名誉教授
理　事 ・副会長　柘植　綾夫 芝浦工業大学学長

理　事　旭岡　勝義 （株）社会インフラ研究センター代表取締役社長
理　事　井口　泰孝 八戸工業高等専門学校校長
理　事　石原　　直 東京大学大学院工学系研究科教授
理　事　大来　雄二 金沢工業大学科学技術応用倫理研究所客員教授
理　事　岡田　雅年 （独）物質・材料研究機構名誉顧問
理　事　岸浪　建史 釧路工業高等専門学校校長
理　事　玖野　峰也
理　事　小舘香椎子 日本女子大学名誉教授
理　事　後藤　　敏 早稲田大学大学院情報生産システム研究科教授
理　事　島村　常男 （財）石油開発情報センター理事長
理　事　宅間　正夫 （社）日本原子力産業協会顧問
理　事　谷口　　功 熊本大学学長
理　事　徳田　君代 九州工業大学情報工学部教授
理　事　中西　友子 東京大学大学院農学生命科学研究科教授
理　事　永野　　博 政策研究大学院大学教授
理　事　濱田　政則 早稲田大学理工学部教授
理　事　早山　　徹 （株）総合防災情報取締役会長
理　事　古田　勝久 東京電機大学学長
理　事　松井　恒雄 名古屋大学大学院工学研究科教授
理　事　松尾　友矩 東洋大学理事
理　事　松宮　　徹 新日本製鐵（株）顧問
理　事　松本　　紘 京都大学総長
理　事　松本洋一郎 東京大学大学院工学系研究科教授
理　事　宮城　光信 東北学院常任理事
理　事　宮原　秀夫 （独）情報通信研究機構理事長
理　事　持田　侑宏 フランステレコム（株）CTO
理　事　矢川　元基 東洋大学計算力学研究センター長・大学院教授
理　事　山﨑　弘郎 東京大学名誉教授
専務理事　山田　敏之 （社）日本工学アカデミー専務理事

以上　理事34名
監　事　小林　敏雄 （財）日本自動車研究所所長

原　　邦彦 （株）コンポン研究所取締役副所長
古崎新太郎 東京大学名誉教授

監事　3名
最高顧問　岡村　總吾　　 西澤　潤一
名誉会長　中原　恒雄
顧　問　平山　　博　　 堀　　幸夫　　 青山　博之　　 國武　豊喜
　　　　伊東　　誼　　 三井　恒夫　　 川崎　雅弘　　 種市　　健　　 

以上

2010年5月13日現在
2010年度（社）日本工学アカデミー役員名簿
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　私は、4年間日本工学アカデミー会長を務め
させて頂きましたが、先の総会で、小宮山宏新
会長のご就任が決定されました。そのほか、神
山新一、飯塚幸三、御園生誠、柘植綾夫各氏の
副会長ご就任が承認されました。後顧の憂いな
く退任できることを喜んでおります。今後は名
誉会長、英語では、President Emeritusとしま
して、重要事項につきまして助言したり、ご相
談にのったりすることになります。在任期間中
にご協力いただきました皆様方に厚く御礼申し
上げます。
　私の在任中で、最も思い出深いのは、2007
年10月、新宿・京王プラザホテルにおける、第
17回CAETS Convocationであります。日本工
学アカデミーとしては、数十年に一度という
CAETS（国際工学アカデミー連合）の大行事で、
「Environment and Sustainable Growth/環境
と持続的成長」というメイン・テーマのシンポ
ジウムを西澤潤一CAETS会長と共に主催しま
した。23カ国より278名の参加者が東京に集結
いたしました。最も特筆すべきことは、会議の
最終日に、中国・インドを含む参加国で全会一
致の共同声明を発表することができたことであ
ります。これには内外の多くの方々の絶大なご
協力を賜りました。特に隈部英一前専務理事
はじめ事務局の方々の献身的な協力を得たこと
に、改めて感謝申し上げます。
　これを契機に、日本工学アカデミーの国際的
存在感が飛躍的に向上し、その後のCAETS、
東アジア工学アカデミー円卓会議、日米、日
英、日仏、日豪、日独、日瑞などのCAETSメ
ンバー間との国際活動が順調に進展しました。
　一方、100年に一度という世界同時不況から
の立ち直りの遅延が未だに懸念されておりま
す。また昨年末、鳩山総理はCOP15等で、環
境問題について、「日本は世界に先駆けて炭酸ガ
ス放出を2020年までに、1990年比25％減少さ
せる」と宣言されました。まさにCAETS 2007
東京声明の「環境と持続的成長」の両立が必要な
ことが現実問題となってきました。今や日本が
持続的成長を成し遂げるためには、国際的市場
を対象に数十兆円オーダーの環境産業を創出し

ていく外はないということが、誰の目にも明ら
かになってきました。
　これらの情勢から、日本工学アカデミーの
2010年初頭の基本方針として、1）会員が同じ価
値観をもって有意義な活動を展開すること、2）
多国間、二国間の国際活動を効率的に推進しこ
れらの成果を利用すること、3）財政状態を改善
し事務能力を強化すること、の三項目を挙げて
きました。現在会員数は650名弱ですが、夢と
しては、国際先進国並みの1,000名程度を目標
にしたいものです。そして産官学の一層の理解
を得て、財政の基盤を確立し、内外の信頼度を
高めたいと期待しております。
　日本工学アカデミーは、これまで政治とは間
隔をおいてきました。しかし今や日本は非常事
態にあるという認識から、新政権との対話を模
索していくべきかもしれません。特に科学技術
政策については、衆愚政治から脱却して「環境
と持続的成長」について、国の最高水準の知恵
を結集する体制の確立を提言していくべきだと
考えています。そのためには、日本工学アカデ
ミーより、国民・政治家・官僚すべての人々の
教育・思考・実行への支援をすることが必要と
思います。日本工学アカデミーが持続的にシン
クタンクの役割を果たす体制が取れるかどうか
が、日本の将来を左右するものと思います。
　特に後任の皆様方の持続的なご活躍を祈念い
たしまして、私の会長退任のご挨拶といたします。

会長離任の辞

中原　恒雄／ TSUNEO NAKAHARA
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NEWS

　第161回談話サロンは、2010年4月5日、アル
カディア市ヶ谷において、石川幹子東京大学大
学院教授（都市工学）をお迎えし、松尾友矩教授
の司会のもと、「地球環境時代の環境デザイン」
と題して都市・田園計画について最新の研究成
果を交えてお話を伺った。石川教授は、ハーバ
ード大学大学院および東京大学大学院で博士課
程修了の後、国際的に活躍されている方で、新
たに会員になられた。当日は約40名の参加者
があり、充実した雰囲気のよい会であった。　
　今回は、会員選考委員会の企画第1号であ
り、会員の交流、新入会員の紹介、会員候補の
参加を通して、EAJの活性化に貢献することを
意図した。このことは冒頭に中原会長の挨拶で
説明いただいた。講演後に懇親の場を設けたこ
とも、趣旨にそった新企画である。講演はみず
みずしく示唆的で、質疑が活発に行われ、懇親
会も盛況で石川先生は引っ張りだこ、会員間の
意見交換も盛んであった。
　講演内容は、改めて質疑応答の概略とともに
会員の皆様にお届けする予定であるが、エッセ
ンスは以下のとおりである。
　まず背景として、急速に進む都市化と地球環
境問題の関係がある。歴史的にみると、都市・

田園と峻別する道（シエ
ナ）と都市・田園が交わ
る道があり、交わり方に
は、破壊型＝パリ、ネッ
トワーク型＝ボストン、
理想都市論＝イギリスが
ある。日本はこれらす
べてを受け入れまだら模
様。理想都市論は防災都
市計画（市街化区域と市
街化調整区域）に生きているが、規制緩和の行き
過ぎで取り返しのつかなくなる恐れあり。
　続いて、地球環境時代の都市・田園のあり方
を考えるためにご自身が実施している研究の成
果が紹介された。横浜市の自然共生型流域圏（流
域、緑地の役割と変遷）、東京湾岸（埋め立て地
利用法における両岸の劇的な違い）、パラオ諸島
（村落の興亡と流域の関係）、四川省の復興計画
（流域圏プランニング：緑地、水系、文化、都市
と農村の共生＜下図・写真参照＞）である。これ
らの研究を通じて、二酸化炭素半減社会の都市
像を形成したいと強調された。
　おわりに、会の準備と運営をして頂いたEAJ
事務局の方々にお礼申し上げる。

第161回談話サロン「地球環境時代の環境デザイン」　【会員選考委員会】

会員選考委員長　御園生　誠／ MAKOTO MISONO

林盤の風景四川省・都江堰市のマスタープラン

2008年の地震で大きな被害を受けた四川省・都江堰市では、林・家屋・水路で構成される林盤の再生保全により、
都市と農村の共生を重視した扇状地帯の復興計画が進められている（図・写真提供：石川会員）

工事中の様子

石川　幹子会員
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新入正会員のご紹介新入正会員のご紹介

（2010年3月入会者）

広報委員会では、より親しみのもてる紙面づくりを目指して、
新入正会員ご自身から資料提供していただいております。

兵庫県立工業技術センター所長
1940年京都府生まれ。1966年神戸大学大学院工学研究科修士課程修了。
大阪大学工学部助手、神戸大学工学部教授、自然科学研究科長、工学部
長、副学長、兵庫県立福祉のまちづくり工学研究所長を経て、同工業技
術センター所長。システム制御工学の研究に従事。

北
きたむら

村　新
しんぞう

三
[第1分野]

金沢工業大学副学長
1940年静岡県生まれ。1970年東京大学大学院工学研究科博士課程修了。
東京大学工学部講師、助教授、教授を経て、2001年東京大学名誉教授。
同年より金沢工業大学教授。2006年より「ものづくり研究所」所長を兼
務。2008年より現職。複合材料に関する研究に従事。

金
きんぱら

原 　勲
いさお

　

東京大学大学院工学系研究科教授
1949年愛知県生まれ。1974年東京大学大学院工学系研究科修士課程（機
械工学）修了。同年日本電信電話公社武蔵野電気通信研究所に入社。通
信エネルギー研究部長、生活環境研究所長を経て、2002年より現職。
環境問題の解決やライフスタイルの革新をめざして、生活環境ITの研
究に従事。

山
や ま だ

田　一
いちろう

郎
　

住友電気工業（株）パワーシステム研究所長
1954年北海道生まれ。1983年東京工業大学大学院博士課程修了（理博）。
1984年工業技術院電子技術総合研究所入所。Siデバイス等の研究に従事。
2001年から（独）産業技術総合研究所エレクトロニクス研究部門長、企画
副本部長、理事兼産業技術アーキテクトを歴任、2010年4月から現職。

伊
い と う

藤　順
じゅんじ

司
[第2分野]

東北大学名誉教授
1930年新潟県新津市生まれ。1955年東北大学工学研究科建設工学専攻
修士課程修了。国鉄入社。新幹線総局、構造物設計事務所、大阪工事局。
1962～ 64年フランス政府給費留学生。1972年東北大学教授、構造工学。
1989年工学部長、1993年情報科学研究科長。16期日本学術会議会員。

尾
お ざ か

坂　芳
よ し お

夫
[第4分野]
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名古屋大学大学院環境学研究科教授･同大交通･都市国際研究センター長
1951年三重県四日市生まれ。1979年東京大学大学院博士課程（土木）修
了。1980年東京大学講師、1992年名古屋大学工学部教授などを経て現職。
総長補佐、環境学研究科長を歴任。64カ国から1500名の会員の集まる
世界交通学会学術委員長。専門は、都市持続発展論。

林
はやし

 　良　
　

東京大学大学院工学系研究科教授
1947年名古屋生まれ。1975年東京大学産業機械工学専攻博士課程修了。
資源開発工学科に奉職。1976年から2年間米国西バージニア州立大学に
出張。専門は鉱山機械学。この頃中国を旅行して、その進歩の速さに感
心しております。

大
お お く ぼ

久保 誠
せいすけ

介
[第5分野]

（株）原子力安全システム研究所技術システム研究所長
1946年福岡県生まれ。1973年京都大学大学院工学研究科博士課程単位
取得退学後、同大学助手、助教授を経て、1996年同大学原子炉実験所
教授。2009年より（株）原子力安全システム研究所技術システム研究所
長。専門は原子炉工学、熱・流体工学。

三
み し ま

島 嘉
かいちろう

一郎
　

（有）A-HITBio代表取締役社長
1939年北海道生まれ。1962年北海道大学農学部農芸化学科卒業、協和発
酵工業（株）入社。休職してカナダマックマスター大学で分子生物学で博士
号取得。復職後応用微生物学分野の研究開発に従事。北海道大学教授・副
学長を経て放送大学特任教授。現在、放送大学客員教授、ベンチャー社長。

冨
と み た

田　房
ふ さ お

男
[第7分野]

　篠田大三郎会員は3年ほど前に膵臓癌の手術を
されましたが、その後の経過は同窓会などにも
顔を見せるなど順調に見えました。しかし昨秋
頃から体調を崩され、本年4月遂に帰らぬ人とな
りました。
　篠田氏は昭和35年に京都大学大学院理学研究
科修士課程を修了し、直ちに日本電気（株）に入
社され、中央研究所において半導体材料関係の

研究に従事し、数々の業績を挙げられました。
しかしそれ以上に高く評価さるべきことは篠田
氏のNEC基礎研究所長としての、更にそれに続
くNEC北米研究所執行副社長としての活動であ
ります。当時はいわゆる基礎研究ブームの時代
ではありましたが、篠田氏はそのような時流に
阿ることなく、我が国における基礎研究文化の
確立と普及に文字通り粉骨砕身されました。篠
田氏はまた人材の発掘と育成にも多大な貢献を
され、多くの人達から慕われていました。ここ
に篠田氏のご冥福を衷心よりお祈りするもので
あります。

（会員　齋藤　冨士郎）

篠田　大三郎会員
元日本電気（株）支配人
元NEC Research Institute Inc. EVP
2010年4月6日逝去　78歳

よしつぐ
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日本工学アカデミー広報委員会

　城水さんは1952年東京大学工学部電気工学科
を卒業され、電気通信省電気通信研究所に入ら
れました。当時通信の最大のプロジェクトであ
ったクロスバ交換方式の研究開発を担当されま
した。特にC400クロスバ交換方式は世界に冠た
る優れた方式で、わが国の電話交換網の大幅な
経済化を達成しただけでなく世界各国に輸出さ
れました。次に電子交換方式の開発に当たられ
ました。継電器を全く使わない加入者回路を世
界で初めて開発して、わが国のデジタル電子交

換方式を完成されました。その後武蔵野研究所
長、横須賀研究所長を歴任した後、研究開発本
部長になられてデジタル網の開発の指導に当た
られました。電電公社が民営化されると常務取
締役に就任されました。1988年NTT（株）を退
職し富士通（株）に入られました。翌年には専務
取締役になられ、主に海外事業に大きな努力を
払われました。さらに1992年には富士通インタ
ーナショナルエンジニアリング社の社長に就任
されました。日本工学アカデミーでは理事とし
て貢献されました。
　2005年の秋には瑞宝中綬章の栄に浴しました。
城水さんの多くの功績、特にわが国の交換方式
の開発への貢献に敬意を表します。心からご冥
福をお祈りいたします。　（会員　福富　禮治郎）

城水　元次郎会員
元富士通（株）専務取締役
元NTT（株）常務取締役
2010年4月18日逝去　81歳

編集後記
　昨年からトヨタ自動車の安全性が大きな問題になっている。米国に
おける政治的な問題も絡んでいるとも言われ、単純な問題ではないよ
うだが、それにしてもわが国の製造業、あるいは工学に携わる者にと
って共通の重要な問題を含んでいると思われる。
　自動車は100年以上の歴史の中で進化してきたが、その間実車試験
や機械部品の寿命試験、あるいはシミュレーションなどが入念に行わ
れ、長年の間に高い安全性が確保されるようになってきている。しか
し、最近はいわゆる「Drive by Wire」化し、エレクトロニクスやソフ
トウエアの比重が急速に高くなってきている。エレクトロニクス化に
より、大幅な機能向上が図られ、設計の柔軟性も向上した反面、電子
部品の信頼性確保や、ソフトウエアのバグの排除等、安全性確保の上
で新たな課題が生じているように思われる。
　このような課題に関して、日本工学アカデミーの中で議論を深める
べく、この分野に造詣の深い何人かの方に「紙上フォーラム」へのご
執筆をお願いしたが、残念ながら「微妙な問題であるから」という理
由でお引き受け頂けなかった。このような重要な問題こそ、課題の解
決のために、未来志向での議論が展開されることを期待したい。

（早山　徹）

会員選考委員会企画 談話サロンのお知らせ
　会員選考委員会では、会員の交流、新入会員のご紹介、会員候補の参加を通して、EAJの活性化に貢献するた
め談話サロンを企画しております。シリーズ第1回（15ページ参照）に引き続き、以下の談話サロンが予定されて
おります。講演後、意見交換会も毎回開催いたしますので、ぜひご予定ください。
第2回： 6月25日（金）　板生　清会員（東京理科大学教授）「人間情報学の提唱（仮）」（アジュール竹芝）
第3回： 8月 2日（月）　八重樫武久会員（(株)コーディア代表取締役社長）
 「ハイブリッド車プリウス開発物語（仮）」（アルカディア市ヶ谷）
第4回：10月6 日（水）　中嶋光敏会員（筑波大学大学院教授）
 「北アフリカ地域を対象としたフィールド総合科学の展開（仮）」（会場未定）

＊詳細は正式なご案内をご確認ください

2010年度（平成22年度）
会費払込のお願い

　去る5月13日、第13回通
常総会もお陰様で無事終了
いたしました。つきまして
は、2010年度分会費を7月
末日までにお払い込みくだ
さいますようお願い申し上
げます。
　尚、請求書は別便にてお
手元にお届けいたしており
ます。

事務局
夏季休業のお知らせ

　来る8月12日（木）から18
日（水）まで、事務局夏季休
業といたしますので、よろ
しくお願い申し上げます。
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